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論 文 内 容 の 要 旨

社会は ｢男｣と ｢女｣という二元性を前提とした性別観によって成り立っている0本論文はそのよ

うな二元論的性別観がある一定の秩序として構成され､それが人びとのジェンダー･アイデンティティ

の形成にどのように影響を与えているかを､女性から男性へ性別を変更したT氏の ｢自己物語｣の考

泰を中心に杜全構築主義の理論的方法を用いて検討したものであるD

序章 ｢ジェ'/ダー.アイデンティティをめぐる自己物語-の接近｣では､著者が問題とする ｢性同

一性障害｣の現象と ｢牲同一性障啓｣をめぐる一連の活動で重要な役割をにない本研究における主要

な調査対象であるT氏の紹介がJj:されるC同時に､著者の視座と方法が､M.フーコーの影響を受け

たJ.バトラ-のジェンダ-･アイデンティティ論､Aン ユツツの影響を受けたPL.バーガーとT.JL･y

クマンの社会構成主義､n ガーフィンケルのエスノメソドロジーの方法論にもとづくものであると

著者の思想的系譜が明らかにされる｡

第1部 ｢1至論と方法｣第1章 ｢ジ1ンダー･アイデンティティ論の検討｣では､本研究の基本的概

念であるジェンダー ･アイデンティティの定義､その概念の成立過程､理論的枠組みの変遷過程が明

らかにされる｡まず､先行研究の検討からジェンダー･7イデンティティの概念が ｢性差｣の議論を

生物学的なものから引き離し､社会や文化による構成的なものへと転換するためにフ ェミニズム理論

家たちによって戦略的に持ち込まれるにいたる成立の過程が示され､次に､その概念を発展させたJ

バトラ-や荻野美穂による理論が詳細に/J)析検討されるoそこから本研究における著者の基本的視点､

すfj:わち ｢いわゆる r性差J)と呼ばれる差異が r社会的秩序』として重要な意味を持つ限り､r性差』
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として特定の差異を際立たせながら身体は構築される｡そして､そのような性の二元制のもとで構轟

された身体､つまり rジェンダー化された身体Jを人びとは生きているということになる｣が示され

る○本章の後半は,本研究の調査の主要な対象者であるT氏の活動にとって重要な課題である ｢性同

一性障害｣概念を定義する活動の検討を行っているOそこでは､医学的言説が人びとの自己定義や性

別観に与える影響と問題性ついて詳細な分析が行われている0

第 2章 ｢自己物語論の換討｣は､この論文の方法論を明らかにする葺である｡CW ミルズの ｢動

機の語褒論｣を中心に自己物語を形作る動機の語嚢を明らかにするとともに､Eゴフマンの ｢生活誌｣

の概念の検討を通 して著者による ｢自己物語｣の概念が示される｡著者の理論枠組みの基礎が提示さ

れている章である｡

第 3章 ｢方法論の検討｣は､前 2章を踏まえ､ジェンダー･アイデンティティをめぐる自己物語を

考案するための方法論を検討 したものである｡自伝的テクストに示された作者のジェンダー･アイデ

ンティティが､テクス ト外でなされる他者との相互行為に影響を受けるという本研究の中心的論点が

提示される0

第 2部 ｢調査｣は､第 L部で検討された方法を用いて､ある性転換者T氏のジェンダー･アイデン

ティティの構築の過程とそれに関連する諸問題を検討 し分析 したものである｡

第 4章 ｢自己物語の構成とその変容 (1)-ジェンダー･アイデンティティの医学的言説-｣は､

T氏の自伝的テクストの分析によって性転換に関する意味づけの形成と変容を ｢性同一性陣等｣とい

う医学的言説を中心に分析 したものである｡T氏の ｢男｣としてのジェンダ- ･アイデンティティは

終始一旦 したものであるが､自分が ｢男｣であることを説明するための語集は､他者との相互行為を

通 して変容する｡また､他者との相互作用と､新たに猿得された語集によって自己物語か再構築され

ていく過程が分析される｡

第 5軍｢自己物語の構成とその変容 (2)-ジェンダー化される身体-｣では前章で行った自伝的

テクス トによる分析をインタビューによって得られた語りによって再検討 したものである｡

第 6軍 ｢自己物語の榊成における記憶と記録-ジェンダー ･アイデンティティと写真-｣は自己物

語を構成する記憶と記録の関係を､写実という記録娘体をとおして分析 したものである｡写真は記憶

に対 して ｢物質的な厚み｣を与えるものであり､fj:おかつ写真という媒体を通して ｢記憶｣と ｢記録｣

は再構成 ･再解釈されていく｡本章はその課程と､それが個人的な記憶のみならず他者の記憶をも再

構成していく過程を分析 したものである｡

第 7等 ｢自己物語の構成と生宿誌的作業-ジェンダー･アイデンティティの規範性-｣は個人をと

りまく人びとの記憶や記録の存在が自己同一性やジェンダー ･アイデンティティの維持に寄与 してい

ることを分析 したものである｡個人は他者によって提供される生活誌的情報を参照 し自らの自己物語

を構成 していくのであるが､他者に自己の同一性を期待するがゆえにジェンダー･アイデンティティ
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は題範としての性格を持つことを示 しているO

第 8章 ｢自己物語の構成とその言己述-ジェンダーかされた身体を生きる-｣では､T氏が語る自己

物語の分析を行うとともに､自伝的テクス トを書くこととそれを読むことについて､アクティブ･イ

ンタビューの方法論の検討も含めて分析 している｡

終章ではジェンダー ･アイデンティティの社会的構築の研究についての総括をおこなうとともに､

今後の課題と展望を示 しているD
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

社会は ｢男｣あるいは ｢女｣というカテゴリーによって人びとを二分するような性別観のもとで成

り立っている｡本研究はそのような二元論的性別論が一定の秩序として成立している社会で人はどの

ようにそのカテゴリーを参.qしなから人生を形づくっているのかを､社会的構築主義の立場から､あ

る性転換者丁氏の自伝的テクストの分析とインタビューによって明らかにしようとしたものである｡

第 1章 ｢ジュンダー･アイデンティティ論の検討｣は2つの部分から成り立っO前半は本研究の基

本的概念であるジ&ンダー･アイデンティティの成立とその理論的枠組みの変遷を明らかにしたもの

である｡概念の成立過程について､その概念がJ.バ トラーや萩野美延の理論によって発展させられ

てきた過程が撒密に分析されている｡そこから､蛙的二元論のもつ反転的性格､言説と身体の関連に

関する著者独自の視点､｢いわゆる r性差｣と呼ばれる差異が r社会的秩序Jとして重要な意味を持

つ槻り､r性差Jlとして特定の差異を際立たせながら身体は横幕される｡そして､そのような性の二

元制のもとで構築された身体､つまり rジェンダー化された身体Jを人びとはqf_きているということ

になる｣が導き出される｡第 l章前半部分において著者がジェンダー･アイデンティティ論の理論的

考案において豊富な知識丘と優れた分析能力をもつ研究者であることが示されている｡

第 1章の後半部分は､本研究の硝査の対象者であるT氏の活動にとって重要な課題である ｢性同一

性障嘗｣の定義宿動の過程を豊富な蒐集資料を駆使して分析したものである.ここでは著者がジェン

ダー･アイデンティティ論に関する便れた理論家であるだけでなく｢性同一性陪誓｣というきわめて

現実的で実践的な問題をあつかうにふさわしい社会的事象に対する鋭い批判臆力と分析能力をもつこ

とが示されている｡以上のように既に第 1章において著者が社会学研究者にとって必要な理論構築能

力と調査笑顔能力の両側面において優れた能力の持ち主であることが示されている｡

第 2章 ｢自己物語論の検討｣は､この論文の方法論を明らかにした章である｡そこではまずC.W

ミルズの動機の語柔論が､自己物語諭を語る社会学の基本視座を象徴する理論として枚討される｡そ

こで動機が個人の内部でなく外部に存在することを明らかにした上で､著者はFI己同一性の維持を身

体性でなく他者からの承諾に依存する営みだと指摘する｡さらに浅野智彦に依拠しなから､自己物語

論の位置づけを行う｡ しかし､単なる紹介に留まらず､挽野の ｢語り得ないもの｣についての議論を

批判しながら徹底的に自己の外部に自己物語の参将点を兄いだす構築主義的なライフストーリー分析

の方法論を作り上げている.

第3章はジェンダー･アイデンティティをめぐる自己物語を考察するための方法絵を検討したもの

であるD社会学の先行の諸業績を丁寧に分析 しつつ､生活史研究としてFl己頼定 したうえで､本研究
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を方法論的に特徴づける自伝的テクストの分析およびインタビューについて乱圧した検討を加えてい

る｡とりわけ､自伝的テクストで呈'示される作者のジェンダー･Tイアンティティが､テクスト外で

なさTLる他者および読者との相互行為に影響を受けるという本研究の中心的絵島が､前 2章の理論的

分析を踏まえて説得力ある議論で示されている｡第 1部の3つの章によって､本研究が､単なる現代

的なトビ･Jクスについての調査であるだけでなく､社会学の新 しい動向を踏まえたすぐれた理論研究

でもあると評価できる｡

芳江部 調査 は第 1部の理論にもとづく謁査研究である｡

第 4宰 ｢自己物語の構成とその変容 (1)-ジェンダー ･7イアンチイチイの医学的言説-｣は､

T氏の自伝的テクストの分析によって性転換に関する意味づりの形成と変容を ｢性同一性障害｣とい

う医学的言説i･中心に分析 したものである｡

性転換を正当化するためには性に関する自己認知､T氏の場合は ｢男｣であることの自己認知､を

終始首尾一貫 したものとして自らを納得させることと同時に､｢他者からの承認｣を得ることが必要

である｡本章ではT氏が､自らを納得させ同時に他者を納得させるために ｢男｣であることを説明す

る語柴が他者との相互作用や､T氏が取り組む課題の変化とともに変容 していく過程が分析されてい

る｡著者はT氏の自己物語の分析において､1､自己物語はその時々の課題によって新たに再構成さ

れていくものであり､2､｢自覚されていない動機｣が他者との相互作用の過程で ｢真の動機｣とし

て自らの中に組み込まれていくものである､という自己の理論の正当性を証明した｡著者の理論が

｢語りえないもの｣に関する本質論議に影響力をもつであろうことは疑問の余地がないCまた､他者

との相互作用の過程で変容 L再構成されるT氏の自己物語の力動的分析は読むものを故くひきつける

ものでありストーリ-テラーとしての著者の高い能力をJTtすものでもある｡

第5章 自己物語の構成とその変零 (2)は､弟4妾の自伝的テクストの分析にもとづく研究に直

接的イ/タビューの結果を加えることによって､自伝的テクストによる分析方法とインタビュ-にお

けるインタビュー7-とインタビューイ-の相互作用の過程を重視するアクティブインタt='ユ-の方

法を実践した意義ある章になっている｡

第6章では､一部i･除いて過去の写真を処分したT氏の行為を出発点に､記録を手がかりに自己物

語を横集する過程を分析する｡この章では､自伝に基づいてインタビA-を行い､逆に自伝をインタ

ビューの結果をもとに読み直すという方法が真価を発揮 しており､臭味深い結果を得ている｡

第 7葦では､相互行為を通して自己同一性が維持される方法について､Eゴフマンの生活誌という

考え方i･中心にして検討されている｡生活誌概念は社会学においてこれまでも注Elされてきたが､著

者は､自己の同一性i･維持するものとしての記位と記録という斬新な側面から7ブローチしている｡

先行研究の検討をとおして藷概念が手際よく整理されたのち､田有名や身体が個人を同定 し特定する

ようTJt57有性や単独性をはじめから持ち合わせているわけではなく､むしろ､情報の複合件こそが人
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びとの固有性や単独性という信念をもたらしているという注目すべき論点が､周到な理論的分析と輸

密な調査との統合によって提示されているo生活誌と自己物語が形成されるriかで､ジュンダー･ア

イデンティティは規範性を辞びながら構築されているという論点が提示されることで､ジェンダー.

アイデンティティの社会的構築という本研究の中心的テーマはより厚みを増していったといえようQ

第 8葦は11氏の最新の著書の自伝的テクストを主な分析対象としながら直接的インタビューによる

分析との関連を論じたものであるが､調査するものと調査されるものの社会学的考察にとって今後の

示唆に富む内容を示したものとして評価できるであろう.

本論文は､第-に､社会構築主義の思想にもとづくジ&ンダー･アイデンティティ論の理論的発展

に寄与し､第二に､自伝的テクストによる自己物語論に新たな視点を加えたこと､とりわけ､自己物

語が他者との相互作用のflかで再構成されていく過程､さらには相互作伺過程において ｢動機の詩集｣

が明確にされていく過程を鮮明に描き出したことにおいて高く評価される｡

以上の点から､本審査委良会は本論文が奈良女子大学人間文化研究科博士の学位 (学術)を授与さ

れるにふさわしいものであると判断する｡
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